
 

5차시 い형용사 활용하기 

 

❏ い형용사의 생김새 (- い) 

おいしい  高
たか

い  大
おお

きい  いい 

 

1. 기본문장 만들기  

 

❏ 현재 긍정 (~입니다, ~요) 

- い ➞  -いです 

おいしい ＋ です ➞ おいしいです 

大
おお

きい ＋ です ➞ 大
おお

きいです 

 

❏ 현재 부정 (~지 않습니다, ~지 않아요) 

- い ➞  -くありません(= -くないです) 

高
たか

い ＋ くありません ➞ 高
たか

くありません 

楽
たの

しい ＋ くありません ➞ 楽
たの

しくありません 

 

❏ 과거 긍정 (~었습니다, ~었어요) 

- い ➞  -かったです 

やさしい ＋ かったです ➞ やさしかったです 

安
やす

い ＋ かったです ➞ 安
やす

かったです 

 



 

❏ 과거 부정 (~지 않았습니다, ~지 않았어요) 

- い ➞ -くありませんでした(= -くなかったです) 

暑
あつ

い ＋ くありませんでした ➞ 暑
あつ

くありませんでした 

明
あか

るい ＋ くありませんでした ➞ 明
あか

るくありませんでした 

 

 

2. 명사 수식하기 : ~ㄴ 

- い + 명사 ➞  -い 명사 

楽
たの

しい + 時間
じ か ん

 ➞  楽
たの

しい 時間
じ か ん

 

かわいい + 子供
こ ど も

 ➞  かわいい 子供
こ ど も

 

背
せ

が 高
たか

い + 先生
せんせい

 ➞  背
せ

が 高
たか

い 先生
せんせい

 

 

 

3. 동사 수식하기 : ~게 

- い + 동사➞  -く 동사 

楽
たの

しい +  過
す

ごす ➞ 楽
たの

しく 過
す

ごす 

広
ひろ

い +  なる ➞ 広
ひろ

く なる 

新
あたら

しい +  書
か

く ➞ 新
あたら

しく 書
か

く 

 

 

4. 문장 연결하기 : ~고, ~서 



 

- い + - い ➞  - くて  - い 

味
あじ

が 濃
こ

い + 甘
あま

い ➞ 味
あじ

が 濃
こ

くて 甘
あま

い 

背
せ

が 高
たか

い + ハンサムだ ➞ 背
せ

が 高
たか

くて ハンサムだ 


